
 

松戸市議会議員  

 

 

旧暦 8月 15日の十五夜にお月見をするならわしで、 

秋の真ん中にあたるため、中秋（ちゅうしゅう）の名月と 

呼ばれ、平安時代に中国から伝わったと言われています。 

里芋の収穫時期が重なるので「芋名月」との別名があります。 

 

増田かおる 

市政に関するご意見やご要望、 

お受けしています！ 

 

matsudoshi.masuda.kaoru@gmail.com 

http://www.masuda-kaoru.net/ 

〒271-0094 松戸市上矢切 248-1 

Tel/Fax 047-361-2557 

 

1992 年、ブラジルのリオデジャネイロで開催された地球サミットにおいて、12 歳の少女

セヴァン・カリス＝スズキさんが「どうやって直すかわからないものを壊し続けるのはもう

やめてください」と訴えました（「あなたが世界を変える日（学陽書房）」、Youtube 動画

も）。また 2018 年、スウェーデン人の 16 歳の少女グレタ・トゥンベリさんが国会議事堂前

で「気候のための学校ストライキ」の座り込みを始めました。それが毎週金曜日だったので

「Fridays For Future～未来のための金曜日～」として、今では世界中で若者を中心にアクシ

ョンが起きています。グレタさんは 2019年の国連気候サミットで「あなたたちは私たち子ど

もの未来を奪っています。きれいな言葉を並べても中身は空っぽです。」と訴えました。ど

ちらも胸を打つ内容です。松戸から、こどもたちからの訴えに応えていきたいと思います。 

 

「地域が主役になる社会」、大型／集中型ではなく、地

域で小さく回す仕組みが重要だと言われています。例えば

この 4 月、松戸市内に市民発電所ができました。そのパネ

ルオーナーになるという参加方法があります。地元の農家

さんを応援するのと似ていますね。 

 また、市としてできることもたくさんあります。まずは

「ゼロカーボンシティ」の宣言と具体的な政策を作ること

や、熱帯材を使用しないこと（熱帯雨林を破壊しないため

に）を仕様書に明記してもらうことです。市の会議や審議

会のペットボトル配布を撤廃して別の方法を工夫する、な

ども大切です。 

 松戸で、農業もエネルギーも、地産地消していきましょ

う！市民の皆さんと一緒に温暖化対策しながらサスティナ

ブルな（持続可能な）まち松戸を創りたいと思います。 

 

秋の夜長、たまにはゆっくり月を眺める 

のも良いものですね♪ 

（私はもっぱら、月見団子かな！） 

 

 

 

 
 

 

ちなみに十三夜は 10月 18日、こちらは 

日本にしかない風習。豆や栗の収穫時期のため、 

別名を「豆名月」「栗名月」とも言います。 

「ウイルスは地球上の生態系バランスを保

つために当然のことをしている。だからこそ

これ以上原生林を破壊してはならない」。原

生林を守るためには「地産地消と地域分散型

社会を」…ダニ博士で有名な五箇公一先生の

言葉です。 

ウイルスは原生林などで昆虫や動物と共生

ししています。森林が破壊されると生きもの

が減り、ウイルス生存するために、新たに寄

生する生き物をさがし、破壊された森林の間

近に住み始めた人間や生きものに簡単に移

動、さらに生きものを移動することにより、

世界中に拡散する、というメカニズムです。 

 

キーワードは 

”地域分散型（ローカル）”と”地産地消” 

  
なぜ、ローカル（地域分散）が大切なのか 

～ダニ博士のお話から～ 
  

セヴァンもグレタも 
～未来を壊す大人に対し子どもからの訴え～  

  

コロナウイルスと気候危機  
  

は

 
ご希望の方は 増田 090-5579-1739  

またはメールにてご連絡ください。 

 

今年の十五夜は ９ 月 21日です 
 

～松戸でもできることは何？～ 

  

8 月 20 日(金) 正午 請願・陳情提出期限（正午） 

  31 日(火) 定例会招集日 

9 月 1 日(水)～3 日(金)、6 日(月) 本会議 

8 日(水) 総務財務常任委員会 

  9 日(木) 健康福祉常任委員会 

  10 日(金) 教育環境常任委員会  

   13 日(月) 建設経済常任委員会  

   14 日(火) 決算審査特別委員会（健康福祉分科会） 

   15 日(水) 決算審査特別委員会（教育環境分科会） 

   17 日(金) 決算審査特別委員会（総務財務分科会） 

   22 日(水) 決算審査特別委員会 

   27 日(月) 本会議（最終日） 

  
 

 

 

 

お詫び】前回、新松戸駅東側地区事業において「地元住民 12名が 

反対・凍結を求めて要望書を提出」した記事を“反対・凍結”では 

なく゛見直し゛と訂正し、関係の皆様にお詫び申し上げます。 

 

mailto:matsudoshi.masuda.kaoru@gmail.com

